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(3) 圧延材の長手方向のみならず軸方向のひずみ分布の不均ーから生じる局所変形を矯正する過程を分析し， 3 次元
的な矯正過程を近似的に効率よく解析する方法を示している。
(4) 曲線インターメッシュ法，張力付与法，ロールベンド法などの矯正効果を向上させるための新しい技術について，
提案している解析法によって評価を加えると共に，その方法を実機設計に適用して有効性を実証している。
以上のように本論文は，ロール矯正過程における板材の力学的挙動を明らかにすると共に，各種材料および設備仕
様に対して残留曲率を予測し，それを最小にする矯正条件を求めることを可能にしており，その成果は塑性加工理論
に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
